
エントリーと最適価格政策

前　野　冨　士生

序

　企業の行動目標と考えられてきた理論としては，利潤極大，売上高極大，

市場占拠率の拡大化行動，さらに最近では，エントリーを考慮した企業の

利潤極大化行動の理論を展開したHarrod，R．F，Pyatt．G等をあげること

ができる一〕。そのひとっとして，利潤の流れの現在価値の極大化を取り扱

ったGaskinの分析がある引。

　本稿ク）目的は彼の分析の検討およぴ，基本モデルの発展を試みるにある。

従って議論展開の方法として，まず彼のモデルを分析し，そのあとで，基

本モデルの発展を試みるという1順序になる。

I

　まず，基本的な仮定として，支配的企業あるいは，協調的寡占企業のグ

ループと，それに対する競争的周辺企業Competitive　fringeの存在する産

業を想定する。さらに，エントリーは現行生産物価格のみの関数と仮定す

る語〕。支配的企業は上述の仮定のもとで最適価格戦略としての利潤の現在

価値の極大化をおこなう。

　1）Harrod［3］，Pyatt［5］参照

　2）　Gaskin　［2］

　3）　ある産業に参入あるいは退出する企業の度合は，その産業の利潤水準に依存

　　　するというMansield［4コの仮定をも考慮している目
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式で示せぱ

γ一／；［・（・）一・1・（舳）・一・出
（1）

　　　　　　　　　　9（ア（‘），’）＝∫（ア（1））一・（1）　　　　（2）

　記号の説明は

　7＝利潤の流れの現在価値ア＝生産物価格　C＝支配的企業の平均費用

9φ（工），‘）＝支配的企業の生産物　（＝residua1demand　curve）　2＝支配的

企業の割引率スρ）二市場需要曲線　κ（‘）＝競争的周辺業の販売水準

（2）式はエントリーがあれぱ，支配的企業の需要曲線がシフトさせられる

ことを示す。

　周辺的競争企業のエントリーの割合を［抑）コとし，比（工）は現行価格の

非減少関数で線形であるとすれぱ

　　　　　　元（工）斗（ア（1）一ρ）　κ（O）㍊o　戸・　　（3）

　ρ＝臨界価枠〕　ん一反応係数〉0　κo㌃競争約周辺企業の初期生産物

スρ）は右下りで，価格に関して2回微分可能とする。（1），（2）式より

・一／；［朴・1［！（ア）一・（1）1州1
（4）

　（4）を（3）の制約条件の下で極大化するために，ポントリャーギンの最大

値原理を適応してハミルトン関数を作れば5〕

　　　　∬＝（ア（工）一・）（∫（ア）一κ（’））ゼλ’十名（サ）居（ア（‘）一ア）　（5）

　制御理論においてκ（’）は状態変数，p（’）は制御変数である。

　（5）式の2（’）は，ラグランジュ乗数に類似するもので，経済的ないみ

は，競争的企業の販売水準の変化に対する利潤の流れの現在価値の変化を

4）潜在的企業の平均費用に等しいと想定されるので，エントリーがゼロである

　　価格として定義される。従ってア≧cは支配的企業のコスト・アドバンティ

　　ジが存在することを示す。

5）　ポントリャーギン他［6］，K．T．Arrow　and　M．Kurz［1］
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示すもので且に＜Oと解釈される。
　　　　　∂κ

　7を（3）の制約条件の下で極大化するための必要条件は

　（i）売＊（1）＝～＊（f）一戸），　κ＊（0）＝κo

　　　　　　　　　∂∬（ii）2＊（サ）二’下（・＊（1）・名＊（・）・ア＊（1）・1）；

　　　　　　　＝（ア＊（士）一c）e■M，　　1im名＊（工）二0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1→岨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（termi・alcondition）

　（iii）∬（κ＊（1），・＊（1），ア＊（1），1）＝・・p∬（κ＊（1），・＊（工），オ；ア（1））

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　力（’〕

Superscript＊は最適軌遣上での諸変数を示す。

　（iii）は

　　　　∂∬
　　　一榊’＝｛（∫（ρ）’州）十∫”）山c）｝ε’■M＋zゐ＝O

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ん一み

　　　　∂2∬　　　　∂。・＝舳）十（アー6）舳）＜0　　　（6）6）

　アと”にして，亙（κ（広），2（ε），ρ（‘），ε）にかんする2階の条件は

　　　　　　　　　　　　　　d2亙くO

であることより亙はConcaveであるから最適経路の存在の十分条件をみ

たす引。

　6）利潤関数がスムーズなconcave，すなわち

　　　∂囲舳1c紐（P）一州〕｝・・を仮鰍従一て（・）式は常に

　　成立している。

　7）Arrow，K．T．他［1コpp．43～45
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必要条件より二つの連立常微分方程式を得る。

　　　　　　比＊：居（〆（1）1）　　κ＊（0）＝κ。

　　　　　　麦＊＝（■＊（工）一c）ゼM，　　lim9＊（工）＝0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝→岨

∂∬
一一＝0の式より
∂ア

（7）

（8）

1・（1）一｛κ＊■∫（ア＊）’（ギ篶（ア＊）｝θ■M　（・）

　（7），（8），（9）式よりz（工）を消去して比（工），戸（工）にかんする連立微分方

程式をっくれば

　　　　　　　　　比（τ）＝居（ρ（‘）一ρ），　κ（O）＝が　　　（10）

　　　　　　ρ一へ一士λ［仁∫（止（アサ1⊆・）コ　（11）1〕
　　　　　　　　　　　　一2∫〃）一（P一・）ん（P）

　（11）式の分子をゼロとおいてρで偏微分すると

　　　　　　　　∂κ
　　　　　　　　万’＝2舳）十ん（ρ）（ダ）＜0

より戸＝0のグラフは右下りとなる。p一”平面での位相図（Fig．I）は，

ク＝允＝0の軌跡を示している。この軌跡の交点（允1，戸）は鞍点である。均

衡点（允1，戸）に達するすべての経路は，む→ooのとき，屋＊（ま）＝Oのターミ

ナル・コンディションをみたしている。関数元（π・■）とク（κ，ア）は，アーκ

平面図で，2回微分可能（2ム（ア）十（アーc）ム皿（ρ）＜O）より，リプシッッ解

の一意性の条件を満足するから，均衡点（允1，戸）に終結する軌道α，βのみ

8）　（9）式を＃で微分して

考三＝去1（が一〃・プゾ胆一（ア・イy、四グ）・一・

　　　　　　　　　　　　　　　　　一2（が一∫一（グーo）＾）ゼjり

（8）式とこの式の両辺に此をかけて整理すると

　グ（一2ジー（グー。）＝此（戸一。）十2（・＊一∫一（PL・y皿）一オ‡

（7）式の晃グーが＝切を考慮すると（11）式をえる。
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　州声一0
　　　↓

　　　　＼　　　　　　　　　し
　　　　1．　＼

　　　rα、＼、　　w

h㌻・．、一÷H
　　　　　　■　　　1一・　　ピβlll
　　　　r1・　　ツ　　．J
　　　　　　l　　l　lβ　　1
　　　　　　工。、「；→r一　ホ→州

　　　　　　　　　Fig．I

が存在する。他のI，III範囲の藷軌遣はIIあるいはIV範囲には入って

いく。従って，最適価格戦略は，競争的周辺企薬の初期生産物によって，

α，βのいずれかの軌道にそってなさオ」しる。

　苅＜允1では，支配的企業は，ρに向って価格を低下させることによっ

て，現在価値を極大化するであろう。この時の価格政策はエントリーを誘

引し，支配的企業のマーケットシェアを連続的に消滅させる。

　逆に，”O〉允1では，最適価格戦略は，戸以下に価格をっけて，競争企

業を連続的に市場から追い出すことによって，支配的企業の現在価値の極

大化を行う。

　この最適径路上でのすべての点で，最適価格水準は，短期利潤極大化の

価格以下になることを示す。最適径路に沿った利潤関数は，

　　　　　　　　π（ア）＝（ρ（1）一・）（∫（ア）イ＊（f））　　　（12）

　（12）の極大条件は

　　　　　　∂π
　　　　　π＝∫1（ρ・）（”）一c）十∫（〃）一州＝0（’3）

アπは短期利潤極大価格を示す。
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　最適径路上での最適価格水準は，ハミルトニアンの極大化であるから，

　　∂∬　　　　　　（∫φ（ア＊）（P＊一〇）十∫（ρ＊）一κ＊（サ））ゼM

　　万一一茗（工）一』　一　居　　　（14）

2（ε）＜0であるから，（14）式の右辺は正とな糺

　利潤関数は前の仮定で

　　　　　　　　　　　　　　∂2π（ア）〈0

　　　　　　　　　　　　　　∂2ア刎

　従って，ア刑＞p＊のとき（13，（14）式はみたされる。（Fig．II参照）

π

ホ

P　　　ρ加

　Fig．II

ρ

II

　次に最適軌．止でのパラメークーム，o，ρ，2，κoの変化が競争企業生産物

の均衡水準伽及ぴ均衡マーケッシェア31引に与える効果（最適軌遭上で

・）1一ボで定義さい（・）・州1・それぞれがに収束するとき・一・

となる。
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の比較静学と動学）を示す。

　方程式（10），（11），をゼロとおいて

禿・一（戸一帆（戸）・∫（ρ）一柳rヴ

均衡マーケットシェアは

　　　　　、∫（ア）一全」ゐ（アー・）／λイカ（ρ）（戸一・）

　　　　5＝一　　　　　　一　　　　　　　　∫（戸）　　　　　　　∫（戸）

（工5）より

　　　　　　〃1　　　　　　　　　　　居　　　　　　乃」＝考ん（ρ）十（ρ■c）ゾ・（ρ）㌃＜O

（15）

（16）

（17）

支配的企業にとってコスト・’アドヴァンティジがない（ρ＝c）時は（15）式

より兇1：∫（戸）となって，支配的企業は完全にこの市場から排斥されるlo〕。

（16）’式より均衡マーケットシェア3はゼロになる。居の変化は

　　　　　　努イ・・一｛シ∫と）（吾）・・（1・）

より，反応係数居が大きくなれぱマーケットシェアも大きくなる，以上

は比較静学である。

　次に均衡点（戸，允1）以外の最適径路上でのモデルのパラメーターの変化

の効果を考える。（比較動学）

　ここでのモデルは，ハρ）という一般形を含んでいるので，すべての最適

径路をエクスプリシットな形であらわすのは困難であるので，価格反応係

数居の増加を，FigIによって説明すれぱ，新しい均衡点（戸，允2）を得る。

また，”一■平面での諾軌遭の傾き”ψ，北）を求めると

　　　　・一缶十保㌍玩給維…チ（1・）

10）Pyatt［5］，拙稿［7］参照
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　　　　　　　∂〃＿一λ｛（”一∫（ア））一∫カ（片・）｝
　　　　　　　一一一一一　一　　　　　一　　　（20）　　　　　　　〃　ん2（アー1）（一2ゾゲ∫〃（ダ・））

　（20）式の分子一21（”一∫（ア））一∫ルーc）｝＞O　（∵（9）式より　茗（f）＜0）

（一2！岬（■）一∫刀，，（ダ・））＞0より

　　　　　　　　　　　　‘κ
　　　　　　　　　　…一・π二…（ダ戸）　　　（21）

　Fig．Iの範囲Iではρ〉ρであるから，んが増加するにっれて，傾きは

増加するから，新しい最適径路パはαより下方にくる。範囲mでは，

ア〈1より，新しい最適径路β’となる。Fig．Iからも明らかなように”一〃

平面での最適軌遭はゐの増加につれて■下方に移動する。

　ところで，最適価格の軌適の初期点は低められるが，グのすべての時

間的径路が低められるこ1は確められな1・。か1に1鰐・・の時惚＝・・

となれ．ぱ，居以外のパラメーターにっいても同様に推論て’きるから，範囲

Iでは

　〃一．．」二他）二〃二1L、．一。。より坐。。
　　”　ん（グ戸）（一2グφ（ア）一∫〃（片・））　　　〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22）

　同様に

　　　　　　　　μ。・であるから　炉。。　（・・）
　　　　　　　　ゐ　　　　　　　　　　　∂c

　またFig・Iより明らかに

　　　　　　　　　　　　　舟・・　　　（・・）

周辺的競争企薬の初期生産物北Oの変化は，最適径路の出発点にのみ影響

を与えるので・（24）式はすべての時間的径路〆にっいて成立している。

　さらに

　　　　　　　　μ。・であれぱ．ザ。・　　（・・）
　　　　　　　　　∂p　　　　　　　φ
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　（25）の意味は，たとえば，免許制をなくして参人障壁を引くめる政策を

とった場合（戸をひくめること）はグを高め，支配的企業の利潤を増大

させることになるという，アイロニックな結果となる。さらに，コスト・

アドヴァンティジが増加すれぱ，（ユ7）式より，支配約企業の長期のマーヶ

ツトシェアが増大する。

I1I

　人1．」の増大と所得の増加等によって，生産物’rlf場は常に成長していると

いう仮定のもとで，文配的企薬の生産物は（2）式のかわりに，

　　　　　　　　　ル（6），1）：∫（〃））θ！」兀（・）　　　（26）（1！〕

　ザ市場の成長率

　恒常的に可処分所得が成長すると市場需要も増加し，エントリーの反応

係数も大きくなると仮定できるから，

　　　　　　　　　　　　　　ん（’）斗。〆　　　　　　　（27）

　この成長モデルのもとで，支配的企業の利潤の流れの現在価値の極大化

をこころみる。

・一／；（ア（1）一・）（ル）・・一州）・刈〕・／（・・）

制約条件

　　　　　　　北：ゐ。・パ（〃）一ρ）　κ（0）＝”。　　　（29）

11）特殊な坐産物市場での生産物の循環的成長でなく，日∫処分所碍の恒常的な

　　成長のもとでは（26〕式が成1－llしていると考えられる。特に価格が所’∫で価

　　格弾力惟η岬が一一定のケースではそうである。

（1ロー一努）∫ξ）一一〃・八赤’

　　　　　　　　一一㍗加で価格一定の時1・は一定）

エントリーと最適価格政策 Page:5

無断転載禁止。　

グの極大化の必要条件は連立微分方程式によって示される。

　　　　　　　　　比＊二居oe”（ア＊一ρ）　　κ（0）＝κo　　　　　（30）

　　　　　　　　　左＊＝（ア＊一・）ゼM，　1㎞茗＊（工）＝0　　（31）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！→軸

　　　　∬：（ア（互）一・）（μLψ））ゼλ一十名（工）居。ε”（片ア）

アで偏微分して整理すると

　　　　　　・＊（1）＝（κ＊・1”イ（■＊）一（〆一・篶（P＊））／居。　（32）

　微分ガ程式のこの体係は，ω（立）＝〃’川〕とすることによって自立形に

し，z（サ）を消去して整理すれば

　　　　　　　　　　　ψ（j）＝ん。（／・一戸）一川（1）　　　　（33）

　（32）式を‘で微分し，（30），（31）を考慮して整理すれぱ

1一・咋c〉二坐㌫壮κ料ゴ）土州（・・）（・コ〕

　市場が成長しているモデルでは，間題とされる均衡な最適価格戸は必

ずρより大きい。なぜなら，”一p平面にかわって，ω一ア平面で，ψ二〇

のグラフは，（33）式より，

　　　　　　　　ω一～一戸），五一ム」。。
　　　　　　　　　　　　　・　　　　仰　　・

で右上りとなり，戸：Oの交点は明らかに声〉ρとなる。（Fig．III参照）14〕

　このモデルでの支配的企業のマーケットシェア5（’）は

　12）　式からも明らかなようにω（オ）は参入企薬の販売水準をリで割引いたもの。
　　　　加　　　1

13）パ＝π｛加■Lリグ”比イ1卜（戸舳）十（州1cy〃戸）｝

　　　　　　　　1　　　　　　　てrλE■ユ伽■L”一（グ舳））（30）式を考慮して

　　　　　　　戸（一2∫パ∫〃（アー・〕）＝此。（戸一・）十λ（洲■Lル）一（アー・篶（戸））

　　　　　　　一加■”十叱■～これと（30）式を考慮すれぱ（34）をえる。

　14）　企業家が経済的に間題とする最適な価格経路はFig，mの1，および2で

　　　　ある。
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　　　州　　1

ト0」　ザ
　（沁＜ol
ザ　　　　ー

3　　　　　百

　　　　4　　r
「

し

　　2
　　　　J

　　ヤ。〕

　　　　ω（り
亦

Fig．m

　　　　　　　　　　。（1）一∫（ア）8山Lω（工）e”　　（・・）

　　　　　　　　　　　　　　　　∫（P）・”

　戸（’），ω（’）がその均衡水準戸，沁に近づくにっれて，支配的企業のマー

ケットシェアも，均衡マーケットシェア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーω
　　　　　　　　　　　　　　ぷ＝1一一一一＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸

　で，基本モデルでポしたとどうよう，コンスタントとなる。

　均衡値．狐クを知るために方程式（33），（34）式をゼロとおくと，次の連

立方程式をうる。

　　　　　　　　　　　　　肋＝此。（戸一ρ）　　　　　（36）

　　　　　　（リ十λ）切＝λ（∫（戸）十アカ（戸）（プ・））一居。（ρ一・）　（37）

　（37）を変形すると

（÷・・）切一仰）・舳）（戸一・）一ゐ・（｛■c）（・・）ノ

　戸＞eのときは自明であり，ρ＝Cの時も沁＜∫（戸）となる15〕。

　これより，Iの基本モデルで示したのは違って，支配的企薬は，市場を

追い出されない。そして，均衡価格での需要曲線の極率∫岬皿（戸）が無視で

きる程小さいなら，成長率リの増大はsを増加させる1引。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ムo（戸一〇）
　15）　（37）’の右辺の第二項∫。（戸一c）＜O，　　λ　　≦Oより

　16）Gaskin［2］p．322の注16参照

エントリーと最適価格政策 Page:6

無断転載禁止。　

1V

　以上，Gaskin　モデルの分折より，いくつかの興味ある絨果を得たので，

まとめるといういみで，彼のモデルの検討と評価を行う。

　i；基本モデルでは，マスト・アドヴァンティジがなけれぱ（ρ二c），

支配的企業は市場で活動できなくなるが　〔（15）式〕，成長している市場を

考慮したモデルでは，コスト・アドヴァンティジがなくても市場で活動可

能であり〔（37），（37）’式〕，リが成長すれば（市場の成長）3も増加する

ことが示された。

　ii；最適径路上での価格は常に利潤極大値よりも低いことが証明され

た。

　iii；最適軌道上での比較動学で，グのすべての時間的径路が低められ

ることは確かめられないとしながらもかりに，坦。。の時虻。。と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　泓　　　　　　挑

なれぱとして，他のバラメーターの変化も1司様にして取りあっかっている

のは，理論的に不備といわねばならない。

　この点にかんして，均衡点でのパラメーターの変化に対するグの変化

のみを考えるなら，（11）式をゼロとおいて

　　　　　　λ（κ（1）イ（ア＊）十・∫力（ア＊））十ん（戸一・）＝∫ル＊

　両辺を2で微分すると，

（州一∫（〆）・舳・））・1（十件・心件）

一〃・・劣1∫（〆）・1州力半

∂〆J（’）イ（〆）二立＊一坐ム。。

一π　　　　　物λ
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∫型坦≒Oと仮定する。

同様に．h式をCで微分すれば

十1（一！半・沽グ竿一）一半仏・ρ・／んサ

　ム坦≒Oと仮定する。

　　　　　　　　　　　　　ψ＊＿一ゐ
　　　　　　　　　　　　　一…一一一＿…一　一一＞0
　　　　　　　　　　　　　　∂・　2仏

　とすれぱ（22），（23）式と同じ結果がえられる。こうして導出された均

衡点での結果と，初期点での結果を考慮してグの全体としての動きを推

論する方がよりベターであろう。

　iV；たとえぱ，政策肖局が，市場を流動的にして参人を容易にするた

めに，ゐを大きくするような政策を公こなうと，（18）式が示すように，逆

に，周辺企業は追い閉され支配的企業の均衡マーケットシェアは増人する

という，アイ1］ニックな鮎果となる1、このような締果になるのは，支配的

企薬と，周辺的競争企業の費用条件に格差がある場合，流動的になれぱ，

競争が激化して，周辺企業は不利なると考えられる。さらに，政策当局が

エントリーの障壁を低めようとして（障壁価格を低める）重要なパテント

の免許制をなくすなどの施策”〕、すなわち戸を低下させる政策は　（25）

式より，ぎゃくに短期市場価格は高まるという，アイロニックな結果にな

る。しかし，これまでの分折では，直接とりあっかわなかったが，Gaskin

は，長期成長モデルでの比較静学と動学において，五。い。吻。・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　φ　　　　φ

より，それぞれ均衡マーケットシェアと均衡価格は低下するという結論を

導出している1宮〕。

　以上より，Gaskinモデルに従うと，政策当局がおこなう政策とは逆の

　17）　パテントに支払う費用の低下により，周辺的企業の平均費用は低下すると

　　　いう意図でなされる。

　18）　Gaskin［2］p．318
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結果が示される。これは寡占市場の特異慨からくる緒果といってもよいで

あろう。

Y

　IではGaskinの基本モデルを分折したが，我々は最後に基本モデルの

発展の一試論というかたちでモデルを展開する。記号は基本モデルで用い

たのに従う。

　Gaskinのモデルでは支配的企業の平均費用oをコンスタンと仮定され

ていたが，我々のモデルでは，新しく広告費を導入し，しかも平均広告費

は時間工の関数とし，市場の需要関数は線形であると仮定する。

　以上の仮定のもとで，企業は利潤の流れの現在価値の極大化を目標とす

る。

　　　・一／；（州一〃））（・・戸（1）・㎜・刈一州）ヅ仙（1）・

　■（ε）＝α（t）十C　　πは負の定数　　1πは正の定数

　α（一）は単位当り広害費

　制約条件は

　　　　　抑）＝ゐ（P（1）1＋■一（‘））　北（O）＝が　（2）川）

　　　　　　　　　　　　　　ノ＝δ十C

　　δ＝は支配的企葉の平均的広告費

　ハミルトン関数は

　∬二・｛（ア（’）一ノ（¢））（リ（‘）十肌十ノ（‘）一北（ε）｝ゼ）

　　　　　　　　　　　　　十・（‘）ゐ（ア（ま）1＋■一■（ε））　（3）／

19）　ノ＞ノ（’）であれぱ参入があり，ノ〈ノ（’）であればエントリーは減少する。
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　　κ（工）が状態変数，ア（工），■（ε）が制御変数である。

7を（2）1の制約条件のもとで極大化するための必要条件は

　（i）比＊（‡）＝ゐ（P＊（f）一戸十■一■＊（広））　北（0）・・κo

　　　　　　　　　　∂H
（ii）抑）一一π（κ＊（1）・・＊（工）・P＊（な）・抑）・‡）；

　　　　　　　　　　　　　＝（ア＊（j）一ノ＊（‡））ゼM，1im茗＊（工）＝0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’→舶

　（iii）∬（π＊（‘），・＊（士），ア＊（‘），■＊（‘），‘）

　　　　　　　　　　　　　＝・・p∬（κ＊（3），・＊（工），工；〃），〃））

　　　　　　　　　　　　　　カ㍑，、五け〕

　　superscript＊は最適軌道．」二での諸変数を示す。

　　（iii）は

　　∂∬
　一η一：（”ρ（工）十m＋ノ（工）一κ（f））ピλ’十（ア（j）’ノ（工））πピλ’十2ん

　　　＝ゼM（2π／）十m＋（1一π）〃）刊（1））十亙ん加）

　∂∬　万■＝一（リ（工）十㎜十ノ（’）一κ（f））e■M＋（〃）■■（工））e■M

　　　　一乏（1）ゐ＝・一M（（1一α）P（1）一m－2■（1）十κ（・））一〃1）

　　より，それぞれ名（τ）を求めると，

　　　　・（・）十一・（一・・ア（1）一肌一（・一・）・（1）・州）（・）’

　　　　1（1）一÷ヅ・（（・一π）ア（1）一・一・・（1）十州）　（・γ

アと■および”にかんして，〃（κ（‘），z（工），■（‘），■（τ），τ）にかんする2

階の全微分は

　20）∬〃＝一2螂・’1』＜0

　21）　∬〃＝一2e’”くO
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　♂2∬＝∬〃〃十2∬〃々〃十2∬力士∂／・〃十／㌦〃2＋∬、比〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十2∬A莇山〃

　　　＝2ゼλ㌦ψL2ゼW”十2・■M（！1）ψ〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　十2ゼM∂■∂κ一2ゼMdp∂κ22）

∂2∬＜0であると仮定すれば，∬はconcaveであるから，’最適径路の存在

の十分条件をみたす。

　必要条件より2っの連立微分方稚式をえる。

　　　　　北＊（’）＝ん（ア＊（¢）一2＋ノーノ＊（‘））　北＊（O）糀o　（6）∫

　　　　　三＊（1）＝（ア＊（1）一ノ＊（‘））・皿λ’，　　　　　　（7γ

　（4）’を工に関して微分し（7）’を一考慮すれば

与一rい（一・・州一π1一（1一・）州・州）

　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　一
　　　　　十プ」λ’｛12卯一（ト〃（工）十五（川一戸十ノー刈）｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二（ア（オ）一ノ（左））e…M

　戸とノにかんして整理すると，

2卯十（1一・）ノー一λ｛一2・川一m一（レ・）■（1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十κ（庄）｝十居（ノーρ）

　同様に，（5）’を工に関して微分し，（7）’を考慮して整理すれぱ，

　　（11）卜2■＝λ｛（1一π）〃）一m－2ノ（f）十κ（工）｝十居（ノー戸）

　行列表示に示すと，

　22）”＝孔φ十見”十瓦4仁1（・一一’（2叩十伽十（1一α）人κ）十刈dp

　　　　　　　　　　　　　　　　＋｛（・一j’（11）アート2■十北）一刈〃

　　　　　　　　　　　　　　　　十（■一ア）3一”6”より
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（∵！∴）（1）

一（㍍㌃㍍㍑∴））（・／

これより

　　　　　一λ（一2η（工）一ト（1一π）■（工）十κ（一））十居（パ戸）
　　　ア＝上』’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　π十1

　　　ノー、什空〃二仁k㍗凶）十4似上坐二砂．
　　　　　　　　　　　　　　　　　’π’T1’

　　　　　　　　　　　　売＝・居（■一戸十■一■）

　hの式からも明らかなようにハノは符号が異なるのみで一っの方程式

となる。これより1＝1＝売＝Oをみたす点は三次元空間の直線となる蝸〕。

従って均衡点は無数にあると考えられる。

　我々はGaskinモデルの発展として，新しく広告費を変数として採用し

た毛デルをこころみた。この毛デルでは制御変数が2個になるので，二次

元平面での位相図で示したような，最適径路を明確化することが困難であ

る。

　残された間題として，安定性の間題，比較静学と動学さらに市場の成長

のもとでの，比較静学と動学といった政策的にも興味ある課題と，とりく

まねぱならない。
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